
AGRIWORK POINTアグリワークポイント

　

今
月
も
、
後
期
摘
果
や
浮
皮
軽
減
対
策
な
ど
高
品

質
果
実
の
生
産
に
重
要
な
作
業
が
続
き
ま
す
が
、
残

暑
も
厳
し
い
の
で
体
調
管
理
に
留
意
し
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

《
着
果
管
理
》

10

　

９
月
は
、
養
分
の
使
わ
れ
方
が
果
実
の
肥
大
成
長

か
ら
果
汁
蓄
積
に
移
り
始
め
る
時
期
で
す
。
こ
の
時

期
に
摘
果
す
る
こ
と
で
、
高
い
品
質
向
上
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
内
成
り
果
・
裾
成
り
果
や
外
観
不
良

果
を
中
心
に
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。
果
梗
が
太
く
上
を

向
い
て
い
る
よ
う
な
果
実
（
天
成
り
果
）
は
、
９
月

に
摘
果
す
る
と
秋
芽
が
発
生
す
る
の
で
、

月
中
旬

以
降
に
果
梗
枝
ご
と
元
か
ら
剪
除
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
有
葉
花
摘
蕾
な
ど
で
対
応
す

る
方
が
翌
年
の
結
果
母
枝
も
確
保
で
き
、
効
率
的
だ

と
言
え
ま
す
。

《
浮
皮
軽
減
対
策
》

　

近
年
、
秋
季
の
高
温
多
雨
に
よ
り
浮
皮
の
多
発
が

果樹林産センター
杉本 悠太朗
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問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
産
に
つ
い
て
も

気
象
の
影
響
だ
け
で
な
く
開
花
が
早
く
着
果
が
多
い

こ
と
か
ら
浮
皮
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
次
の

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
着
果
管
理

30

35

浮
皮
軽
減
対
策
の
基
本
は
、「
適
正
な
着
果
管
理
」

と
「
適
期
の
収
穫
」
で
す
。
収
穫
ま
で
に
適
正
葉
果

比

～

枚
／
果
に
仕
上
げ
、
貯
蔵
用
果
実
で
あ
れ

ば
７
～
８
分
着
色
で
の
収
穫
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Ｇ
Ｐ
剤

ppm

満
開
１
３
０
日
頃
（
９
月
中
下
旬
）
に
ジ
ベ
レ
リ

ン
液
剤
１
～
３

（
約
１
６
６
７
～
５
０
０
０
倍
）

に
ジ
ャ
ス
モ
メ
ー
ト
液
剤
２
０
０
０
倍
を
混
用
散
布

し
ま
す
。
浮
皮
軽
減
効
果
は
高
い
で
す
が
、
着
色
が

遅
延
す
る
た
め
、
初
め
て
使
用
す
る
際
は
、
営
農
指

導
員
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
台
風
対
策
》

　

９
月
は
台
風
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
事
前
対
策

と
し
て
、
①
防
風
垣
、
防
風
ネ
ッ
ト
、
排
水
路
の
点

10
検
・
整
備
②
マ
ル
チ
の
補
強
、

倒
伏
や
枝
折
れ
防
止
の
た
め

の
支
柱
立
て
③
か
い
よ
う
病

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
品
種

や
園
地
で
は
、
薬
剤
散
布
を

行
い
ま
す
。

　

事
後
対
策
で
は
、
①
潮
風

害
を
受
け
た
場
合
は
早
急
に

樹
体
へ
の
散
水
（
２
～
４
ｔ

／

ａ
）
を
行
い
、
塩
分
を

洗
い
流
す
②
枝
折
れ
や
裂
け

た
部
分
な
ど
は
切
り
取
り
、

接
ぎ
ロ
ウ
を
塗
布
し
ま
す
。

《
病
害
虫
防
除
》

　

温
暖
化
に
よ
り
、
病
害
虫

の
発
生
時
期
が
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
園
地
を
良

く
観
察
し
適
期
防
除
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

み
か
ん

後期摘果で
品質向上を

目指しましょう

対象病害虫 薬剤名 倍率 使用基準
黒点病 ペンコゼブ水和剤 500倍 30日−４回

チャノキイロアザミウマ スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 前日−３回

ミカンハダニ
ダニコングフロアブル

または
ダニエモンフロアブル

4,000倍

5,000倍

前日−１回

７日−１回
※ミカンサビダニが心配される場合はダニ剤をダブルフェースフロアブルに変更する。
※果皮障害軽減を目的にバイカルティ1,000倍を混用散布する。


